
格納容器バウンダリ

格納容器バウンダリ かくのうようきばうんだり

 原子炉の冷却材喪失事故時に圧力障壁となり、かつ、原則として放射性物質の放散に対する最終の障
壁を形成する境界である。すなわち、貫通部ノズルおよびベローズなどを含む原子炉格納容器本体およ
び原子炉格納容器を貫通する配管および隔離弁の箇所をいう。
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